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作
業
開
始
式
祝
辞
・
祝
電 

明
治
三
十
四
年
十
一
月
十
八
日
、
内
外
の
要
人
を
招
待
し
て
盛
大
に
当
所
の
作
業
開
始
式
が
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
。
史
料
室
に
は
、
招
待
者
の
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
か
ら
始
ま
り
、
式
次
第
、
伏
見
宮
殿

下
の
御
令
詞
や
平
田
農
商
務
大
臣
の
式
辞
の
草
案
づ
く
り
、
列
車
・
船
舶
・
旅
館
の
手
配
、
式
次

第
、
式
典
当
日
の
役
割
分
担
等
々
に
至
る
経
過
を
記
録
し
た
作
業
開
始
式
関
係
の
綴
り
が
四
冊
保

存
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
辰
野
東
京
帝
国
大
学
工
学
科
大
学
長
、
中
澤
京
都
帝
国
大
学
理

工
科
大
学
長
の
祝
辞
、
小
村
外
務
大
臣
・
井
上
元
鉄
道
庁
長
官
連
名
の
祝
電
を
御
紹
介
し
ま
す
。 

東京帝国大学工科大学長辰野金吾博士の祝辞 

今
世
工
業
界
に
あ
り
て
は
鉄
の
使
用
額
に

因(

よ)

り
て
其
の
程
度
を
断
定
す
る
の
実
際

た
る
今
更
贅
弁(

ぜ
い
べ
ん)

を
要
せ
ず
。 

我
が
国
に
於
い
て
鐵
類
の
輸
入
追
求
増
加

せ
る
は
実
に
喜
ぶ
べ
き
現
象
と
す
。
然
る

に
製
鐵
の
業
に
至
り
て
は
更
に
見
る
べ
き

も
の
あ
る
な
し
。
従
来
之
が
起
業
に
着
手

せ
し
も
の
な
き
に
あ
ら
ず
と
雖
も
大
抵
資

本
の
豊
か
な
ら
ざ
る
と
経
験
の
乏
し
き
と

に
因
り
て
失
敗
に
了(

お
わ)

ら
ざ
る
も
の
少

な
し
。 

今
回
当
製
鐵
所
に
於
い
て
は
深
く
既
往
に

鑑
み
遠
く
将
来
を
慮(

お
も
ん
ば
か)

り
十
分

の
資
本
を
備
え
経
験
に
富
む
の
士
を
し
て

事
を
富(

あ
た
ら)
ら
し
む 

況(

い
わ)

ん
や

万
事
に
関
し
て
注
意
の
周
密
な
る
必
ず
遺

算(

い
さ
ん)

な
か
る
べ
し
。 

今
日
作
業
開
始
の
式
を
挙
行
せ
ら
れ
予
之

に
参
列
す
る
の
栄
を
辱(

じ
ょ
く)

す
。
茲(

こ

こ)

に
当
所
の
隆
盛
を
祝
し
併
せ
て
当
局
諸

君
の
健
康
を
祈
る
。 
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作業開始式関係書類（当所所蔵史料） 

 

辰
野
金
吾
博
士
は
日
本
の
近
代
建

築
を
築
き
上
げ
た
第
一
人
者
と
し
て

著
名
な
人
物
で
す
。
特
に
東
京
駅
や

旧
日
本
銀
行
本
店
の
設
計
者
と
し
て

有
名
で
す
。 

 
 

 
 

北
九
州
地
域
に
お
い
て
も
松
本
家

住
宅
（
現
西
日
本
工
業
倶
楽
部
）
、

安
田
製
釘
所
（
現
安
田
工
業
八
幡
工

場
）
、
旧
百
三
十
銀
行
な
ど
、
博
士

の
設
計
し
た
建
築
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。 
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祝 
 

辞 
 

 
 茲

（
こ
こ
）
に
製
鐵
所
作
業
開
始
式
に
当
た
り
其
の
席
末
に
班
す
る

を
得
た
る
は
岩
太
の
最
も
光
栄
と
す
る
所
な
り
。 

抑(

そ
も
そ)

も
本
所
は
海
陸
運
輸
の
要
衝
に
中(

あ
た)

り
燃
料
需
要
の

利
便
に
據(

よ)

り
実
に
斯
業
上
形
勝
の
位
地
を
占
め
、
加
之(

こ
れ
に

く
わ
え)

規
模
の
雄
大
な
る 

営
造
の
豪
壮
な
る 

設
備
の
完
全
な

る 

用
意
の
周
到
な
る 

啻(

た
だ)

に
東
洋
に
於
い
て
破
天
荒
の
事

業
な
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
器
具
機
械
の
悉(

こ
と
ご
と)

く
最
新
式

を
採
用
せ
ら
る
た
る
は
、
蓋(

け
だ
し)

欧
米
諸
国
に
於
い
て
も
希(

ま

れ)
に
み
る
所
な
り
と
信
ず
。 

豈(
あ)
に
偉
観
な
ら
ず
や
、
嗚
呼
此
の
一
大
工
場
の
設
置
を
夙(

つ
と)

に
企
図
し
協
賛
し
た
る
議
会
お
よ
び
当
事
者
の
卓
見
英
断
は
、
吾
人

の
永
く
記
し
て
忘
れ
べ
か
ら
ず
も
の
た
る
は
も
ち
ろ
ん
、
此
の
大
事

業
の
創
立
を
僅
々
の
歳
月
間
に
経
営
竣
功
し
た
る
当
局
者
の
苦
心
惨

憺
亦(

ま
た)

以
て
想
う
べ
し
と
な
す
。 

近
年
帝
国
の
国
運
、
驟(

に
わ
か)

に
勃
興
し
、
其
の
軍
備
に
其
の
工

業
に
漸
く
世
界
列
国
の
耳
目
を
衝
動
し
つ
つ
あ
る
に
際
し
て
此
の
偉

大
な
る
本
所
の
開
始
を
見
る
は
恂
（
ま
こ
と
）
に
国
家
の
為
め
慶
祝

に
耐
え
ざ
る
な
り
。 

本
所
事
業
の
基
礎
は
鋼
鉄
の
窂(
か
た)

き
よ
り
も
窂
く
本
所
事
業
の

発
達
は
若
松
の
緑
と
一
般
、
愈
益(
ま
す
ま
す)

幸(

ゆ)

き
栄
え
て
究
極

あ
る
な
き
こ
と
を
之
を
祝
辞
と
な
す
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大
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正
五
位
勲
四
等
工
学
博
士 

中
澤 
岩
太 

 

門
司
新
報
や
福
岡
日
日
新
聞
等
に
よ
れ
ば
、
こ
の
辰
野
金
吾
博
士
と

中
澤
岩
太
博
士
の
二
つ
の
祝
辞
、
作
業
開
始
式
当
日
読
み
挙
げ
ら
れ
た

の
は
京
都
帝
国
大
学
理
工
科
大
学
長
の
中
澤
博
士
の
祝
辞
だ
け
だ
っ
た

よ
う
で
す
。
前
年
の
七
月
に
最
初
の
卒
業
生
を
送
り
出
し
た
新
生
の
京

都
帝
国
大
学
に
花
を
持
た
せ
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
ち
な
み
に

河
内
貯
水
池
や
炭
滓
線
の
設
計
・
建
設
の
責
任
者
と
し
て
有
名
な
沼
田

尚
徳
技
師
は
、
京
都
帝
国
大
学
の
第
一
期
生
で
し
た 

京都帝国大学理工科大学長中澤岩太博士の祝辞 
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小村外務大臣・井上元鉄道庁長官連名の祝電 

 上海発の小村外務大臣・井上元鉄道庁長官連名の祝電です。 Inoemasaru Komura Congratulations とありますが、電信とア
ルファベットとの変換の際に井上勝のスペルを間違ったものと思われます。 
小村寿太郎は著名な歴史上の人物ですが、外交官として、製鐵所創立に際しては、海外鉄鋼情報の収集や清国湖北省漢陽鉄政局との
鉱石購入交渉を全面的にバックアップしました。 
 井上勝は長州ファイブのひとりで、我が国で最も早く西欧の近代技術に接した一人であり、日本の鉄道の父と呼ばれた人物です。
鋼製レールの国産化を誰よりも待ち望んでいました。東京駅丸の内駅前には堂々たる彼の銅像がありました。(現在東京駅復原工事の
ため撤去されています。） 
 余談になりますが、酪農製品で有名な小岩井農場の「井」は井上勝の「井」です。（「小」は小野日本鉄道社長（現在の東北本
線）、「岩」は岩崎彌之助三菱会社社長。三人が英国上流階級の生き方を範とし、引退生活のために造ったのが小岩井農場です。） 
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